
 

第 4 次 浜田市地域福祉活動計画 

 

 

 

 

 
 

計画期間 

令和 5 年度〜令和 9 年度 
 

  社会福祉法人 浜田市社会福祉協議会 

あの地区はみんなが活き活きしているね。 
この計画が実現した地域のようだよ。 
まるで「我が家」のようにつながりがあって、 
高齢者だけじゃなく、子育て中の親御さんも、 
障がいのある人にも安心感があるね。 

みんなが⾒守り役。 
お互いさま・パートナーの関係性をいつまでも

⼤切にしていたいね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
浜田市社協のＰＲキャラクター「ふくッピー」は、平成 28 年度に一般公募して誕生した

キャラクターです。地域が元気になることを願うカモメの妖精で、ベルトのハートが福祉の
心を表し、飛び跳ねて、「支えあい」「助けあい」「ふれあい」の心を振りまいて福祉の和を
広げていくよう「ふくッピー」と名づけました。 
浜田市にたくさんの笑顔が広がりますように。 

 
 



 

 

ごあいさつ 
 

人口減少や少子高齢化を身近に感じる中、社会情勢の変化等を背景に、地域のコミュニテ
ィの希薄化が危惧されています。 

また、コロナ禍が⻑期化し、新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」も定着し
つつあり、隣人のちょっとした異変に気付いたり、困りごと、心配ごとをいち早く察知する
ことがますます困難な状況を作り出しています。社会的孤立や経済的困窮、買い物や移動手
段等の生活基盤の確保など、住⺠の支援ニーズは多様化・複雑化しており、地域で支え合う
仕組みづくりが喫緊の課題となっています。 

浜田市の人口は今後も一貫して減少する見込みとなっており、人口に占める高齢者の割
合（高齢化率）が今後も高くなるとともに、核家族化の進展等により、高齢者世帯や独居世
帯、ひとり親世帯の増加が見込まれます。 

このような状況の中、社会福祉協議会では地域福祉を推進する中核的団体として、「誰も
が安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」を基本理念に、狭い意味での福祉にとら
われず、地域における生活・福祉課題の解決を図るため、関係機関・団体と連携し様々な支
援事業に取り組んでいます。 

このたび策定しました「第 4 次地域福祉活動計画」は、これまで取り組んできた 15 年間
（第 1 次、第 2 次、第 3 次計画）の歩みを踏まえ、地域福祉目標（福祉ビジョン）5 項目の
重点目標については、前計画を引き継ぎ 5 年後、10 年後も安心して住み続けることができ
る「我が家のような地域づくり」を進めていくことを目指しています。 

また、本計画の推進にあたりましては、日常生活における見守りや助け合い、ボランティ
ア活動の推進など、地域の絆を育むことが重要であり、ご近所の皆さんが気軽に集い、話し
合える「たまりの場」など、コロナ禍でも自発的に開催しています「支え合い」の活動事例
も紹介していますので、これからの活動の一助にしていただければ幸いに存じます。 

結びに、本計画書の策定にあたりまして、貴重なご意見・ご提言を賜りました策定委員会
並びに関係団体の皆さんに心から感謝とお礼を申し上げます。 

今後も、行政や関係団体と連携・協働を図り包括的な支援体制の充実・強化に努めてまい
りますので、より一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 
令和 5 年 3 月 

             社会福祉法人 浜田市社会福祉協議会 
                             会 ⻑ 中 島 良 ⼆ 
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 第１章 計画策定にあたって 
 

１．計画策定の趣旨 
 「浜田市地域福祉活動計画（以下「本計画」という）」は、誰もが安心して暮らし続ける
ことができる浜田市であるために、私たちが日常生活を送る上で、困難なことや悩み、不便
さ等感じている様々な複合的課題・生活課題・地域課題を誰一人排除することなく、住⺠・
地域・⺠間団体などが身近な問題として受け⽌め、自分に何ができるのか、また地域全体で
どのような取り組みができるのかを一緒に考え計画化し、解決に向け官⺠協働で取り組ん
でいくことを目的としています。 

２．計画の性格・役割 
 行政の「浜田市地域福祉計画」と連携しながら、浜田市全体の地域福祉推進の在り⽅を⺠
間側から具体的に提言します。「浜田市地域福祉計画」と本計画の関係は、地域福祉推進の
理念、⽅向性、地域福祉課題を共有し、連携しつつも、それぞれが独立した計画です。特に
本計画は⺠間独自の先駆的、開発的な役割を有し、行政制度、施策では対応が難しい、また
住⺠福祉活動だけでは困難な地域福祉課題への包括的な対応を提⽰します。 
 また第 4 次地域福祉活動計画は、第 1 次、第 2 次、第 3 次計画で取り組んできた浜田市
社会福祉協議会（以下「本会」という）の 15 年の歩みを踏まえ、地域福祉の推進、課題解
決に向けた地域福祉ビジョンを⽰す役割があります。 

３．計画の位置づけ 
 前述のとおり、本計画は浜田市地域福祉計画と連携しつつ、⺠間の立場から具体的に地域
福祉の推進を計画的に進めるための住⺠参加による活動計画です。さらに福祉行政の各分
野計画における地域福祉に関連する計画項目とも連動するものであり、本計画を実行して
いくことで包括的に対応していくねらいがあります。 
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 また、本計画策定後、各地区社協においては地区ごとの取り組みを検討し、地域の実状に
見合った小地域福祉活動計画を策定します。これにより地域福祉ビジョンの実現に向けて
地域とともに取り組みをすすめます。 
 

４．計画の期間 
 本計画は令和 5 年度（2023 年度）から５か年の計画期間とします。中間年度である令和
7 年（2025 年度）には取り組みの点検評価を行い、見直しを行います。 

 

5．本計画と SDGs との関連 
 「SDGs」と「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略で、平成 27
年（2015 年）９月の国連サミットで採択された 2030 アジェンダ（行動計画）が採択され、
令和 12 年（2030 年）までに世界中で達成すべき事柄として掲げられました。17 のゴール
（目標）と 169 のターゲット（目標のために実現させること、取り組み）で構成されていま
す。 

本計画においても、SDGs の視点を持って、超高齢社会の進展などの課題に対応していく
必要があります。 

 
 
 
 
 

 
【特に本計画と関連が強いもの】 
 
 

 
  

 令和 5 年度 
（2023 年度） 

令和 6 年度 
（2024 年度） 

令和 7 年度 
（2025 年度） 

令和 8 年度 
（2026 年度） 

令和 9 年度 
（2027 年度） 

地域福祉計画     
 

見直し 

地域福祉活動計画   
 

点検・評価 
 

 
見直し 

目標 1:貧困をなくそう 

目標 3:すべての人に健康と
福祉を 

目標 4:質の高い教育を 
みんなに 

目標 10:人や国の不平等をな
くそう 

目標 11:住み続けられるまち
づくりを 

目標 17:パートナーシップで
目標を達成しよう 
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6．浜田市の世帯と人口状況  

①世帯数の推移 
核家族世帯数、その他の世帯数（三世代世帯等）は減少傾向にあり、総世帯数も平成17

年（2005年）をピークとして減少している一⽅で、単独世帯数は年々大幅に増加してい
ます。平均世帯人数は県を下回って推移しており、世帯の小規模化が更に進行しています。 

■世帯数と平均世帯人員の推移 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

②⺟⼦・⽗⼦世帯数の推移 
令和 2 年（2020 年）の⺟子世帯数は⽗子世帯数の 6.4 倍となっています。また、⺟子

世帯数は増加傾向にありましたが、平成 27 年（2015 年）をピークに減少に転じていま
す。 

■⺟⼦・⽗⼦世帯数の推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：国勢調査 

5,182 4,549 4,114 3,669 2,884 2,357 

12,989 13,217 13,054 12,766 12,704 12,103 

5,548 6,844 7,701 8,334 8,811 
9,361 

23,719 
24,610 24,869 24,769 24,399 23,821 

2.8 
2.6 2.5 2.3 2.2 2.1 

3.1 
2.9 2.8 2.7 2.5 2.4 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成７年

(1995年)

平成12年

(2000年)

平成17年

(2005年)

平成22年

(2010年)

平成27年

(2015年)

令和２年

(2020年)

(世帯)

その他の世帯 核家族世帯 単独世帯

一世帯当たり人員 県平均世帯人数
（人）

205 

259 

337 326 
354 

327 

37 35 45 45 52 51 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

平成７年

(1995年)

平成12年

(2000年)

平成17年

(2005年)

平成22年

(2010年)

平成27年

(2015年)

令和２年

(2020年)

（世帯）
母子世帯数 父子世帯数

資料：市地域福祉課 

- 3 -



③高齢者のいる世帯の推移 
一般世帯数のうち、高齢者のいる世帯は平成 27 年（2015 年）までは増加傾向にあり

ましたが、令和 2 年（2020 年）には減少に転じています。 
■高齢者のいる世帯数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高齢者のいる世帯のうち、高齢者単身世帯及び高齢者夫婦世帯が年々増加しており、
令和 2 年（2020 年）では高齢者単身生活世帯、高齢者夫婦世帯共に約 3 割となってい
ます。 

■高齢者のいる世帯数の状況                  （単位:世帯） 
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資料：国勢調査 

13,142 13,034 12,920 12,680 12,034 11,745 

10,577 11,576 11,949 12,089 12,365 12,076 
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平成12年
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(2020年)
 一般世帯 23,719 24,610 24,869 24,769 24,399 23,821

 高齢者のいる世帯 10,577 11,576 11,949 12,089 12,365 12,076

 高齢者単身世帯 2,086 2,672 2,999 3,308 3,748 3,849

 高齢者夫婦世帯 1,941 2,432 2,694 2,694 2,934 3,428

 高齢者同居世帯 6,550 6,472 6,256 6,087 5,683 4,799

資料：国勢調査 

※ 端数を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。      資料：国勢調査 
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人口/37,763 人（男性：18,034 人 女性：19,729 人） 
高齢化率/35.6％ 世帯/19,041 世帯 

人口/3,967 人（男性：1,907 人 女性：2,060 人） 
高齢化率/42.9％ 世帯/1,864 世帯 

人口/1,139 人（男性：538 人 女性：601 人） 
高齢化率/51.2％ 世帯/632 世帯 

人口/5,618 人（男性：2,721 人 女性：2,897 人） 
高齢化率/44.4％ 世帯/2,773 世帯 

人口/2,570 人（男性：1,288 人 女性：1,282 人） 
高齢化率/43.3％ 世帯/1,302 世帯 

④各地域の人口状況 
【浜田地域】             【金城地域】 
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資料：住民基本台帳(令和 4 年 4 月 1 日現在)
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７．課題の整理  
 前計画(第 3 次地域福祉活動計画)の 5 か年中、新型コロナウイルス感染症等の予期せぬ
事象の中活動していく中で、解決すべき課題について以下のようにまとめました。 

① サロン参加者 実態調査アンケート （ふくっぴーサロン参加者） 
② ⺠生児童委員さんとまちあるき調査活動 
③ 第 1 層協議体・各地区ささえあい協議体での意見交換  
④ 行政・社協懇談会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ≪コラム２≫「⺠⽣児童委員さんとまち歩き調査活動」とは 

地域の課題は地域の中を実際に歩いてみないとわかりません。⺠生児童委員さんに
（地区によっては福祉委員さんも一緒に）担当地区内を案内してもらい、その地区が例
えば、坂のまちなのか、路地のまちなのか、普段の近所づきあいはどのように行われて
いるか、買い物の不便はないか、集いの場所やたまり場はあるかなど、何人かの住⺠の
⽅にお会いしてお話を伺うと、自然とその地域の雰囲気や課題をつかむことができま
す。 
〇ねらい 

① 要支援者の暮らしの様子を知り、生活課題、地域課題を明らかにする。 
② 地域特性（坂の街、路地の街、川沿いの街など）から生じる生活課題の発見 
③ 福祉関係者以外の地域のキーパーソンを知り、つながる。 
④ 風習や歴史、伝統芸能まで、町の良いところ、問題のあるところを知る。 

≪コラム１≫ 
「⽣活支援体制整備事業」及び協議体について 

  
平成 27 年 4 月の改正介護保険法の施行により、「生活支援体制整備事業」が創設され、

8 年が経過しました。この事業は、高齢者が在宅生活を継続していくために必要となる
生活支援サービスの提供体制を地域の中で構築していくことを目的とし、「協議体」や多
様な主体が連携をとりながら、生活支援体制の充実・強化を行うものです。 

  
〇「協議体」とは、地域住⺠が自分の住む地域が「こうなったらいいよね」という思い

で、話し合い各々の得意分野を活かし、その実現に向けての取り組みをみんなで考
える場です。 
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① 行政・社協・相談支援事業所など支援者・専門職が抱える課題  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②市⺠の⽣活課題・地域の課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎地域に対してのこと 

＊地域との連携窓口が見えない（地域によって状況が異
なり複雑であるため） 

＊生活困窮、引きこもり※1、8050 問題世帯※2、ヤン
グケアラー※3、高齢者と障がい者が暮らす世帯が生
活上抱える課題、ネグレクト（育児放棄）など複合 
的な課題が見えてこない 

＊課題が表に現れてきたときは対応が極めて  
困難な状態であり、早期発見していきたい 

＊個別の課題を抱える世帯の生活を支援 
する地域のつながりや支援の手（ボラ 
ンティア）が少ない  等 

 

活動推進者 
      （サロンリーダー等）の悩み 

＊後継者がいない 
＊サロンの内容を考えるのが負担 

（マンネリ化） 
＊集いの場に男性が参加しない 

＊会場がない、歩いていくには遠い、 
あるいは使い勝手がよくない 

＊コロナ禍で集まることの不安 
＊高齢化による会員の減少や認知症の⽅の対応等 

 
地域の課題 

＊ボランティアグループやＮＰＯなども含めて良い活動をしている 
団体はたくさんあるが、連携がないから地域力の向上につながらない 

＊何をやってもスタッフも集まる人も固定化されている 
＊過疎、少子高齢化で地域力は低下し、地域の絆も希薄になっている 
 （コロナ禍による地域内活動自粛によりますます希薄に） 
＊町内会等への未加入や若い世代の行事の不参加等による現状把握が困難 
＊子供達とのふれあう機会が少ない （世代間交流の減少） 
＊地域の役を担ってくれる人がいない（いても受けない） 
＊認知症の⽅等の対応の仕⽅がわからず、孤立状態にしてしまう 
＊集落維持が困難 等 

身近な⽣活課題 

（浜田市が計画策定に向けて実施されたアンケート結果を含みます） 
＊近く（歩いて行ける距離）に集える場所がない 
＊移動手段がなく買い物に困る（買いたいときに買えない） 
＊交通手段が不便  
＊ゴミだしが困難 
＊災害時の避難などの不安 
＊地域と接する機会がない（近所同⼠の対話不足） 
＊介助者がいないと外出できない（障がい者） 
＊高齢者世帯増加による家族介護力の低下 
＊草刈・雪かきなどができない  等  

◎支援者・専門職間のこと 

＊社協・行政とも分野を超えた内部
連携体制が不十分 

     ＊ボランティアセンター機能の強化が求
められるところ、それを強化していく 

職員体制が整っていない 
＊福祉委員制度の活用が十分できていない 
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８．第 3 次地域福祉活動計画から次期活動へつなぐこと 
 第 4 次となる本計画は、第 3 次計画同様、基本理念である「誰もが安心して暮らすこと
ができる福祉のまちづくり」を引継ぎ、複合的・多様な課題等について分野を問わず、住⺠
参画のもと、行政や社会福祉法人をはじめ多機関と連携しながら進めていきます。 

そして、誰もが何事も気軽に相談できる窓口により、寄り添った支援を行うことで、「一
人も見逃さない見守りの日常化」、「つながりの強化」、「災害・感染症などの危機的事象をプ
ラスにかえる地域の底力発揮」できるよう、計画していきます。 
 第 3 次計画の進捗状況を検証して、第 4 次計画へつないでいくべき地域福祉課題につい
て重要度の高いものについて次のとおり記載します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1 ひきこもりとは 
 厚生労働省の定義では、様々な要因によって社会的な参加の場面が狭まり、就労や就
学等の自宅外での生活の場が⻑期にわたって失われている状態」とされています。ひき
こもりの人々の様相は多彩ですが、ひきこもりが⻑期化するのは、生物的側面、心理的
側面、社会的側面から複数の要因が混在しています。 
※２ 8050 問題とは 

ひきこもりの⻑期化などにより、本人と親が高齢化し、支援につながらないまま孤立
してしまうことで、 1980 年代に「ひきこもり」が社会問題となりましたが、30 年が経
過した現在、当時 20 代だった人が 50 代になり、親の世代が 80 代と高齢化し、親の年
金がある間は生活ができているが、50 代の子どもは将来無収入の高齢者になり、孤立す
る可能性が高く、生活困窮に陥ってしまうという状態で、深刻な問題になっています。 
※3 ヤングケアラーとは 

本来大人が担うと想定されているような、家事や家族の世話などを日常的に行い、子
供が本来なら享受できたはずの勉強・部活・友達との時間等「こどもとしての時間」を
引換えにすることで、学業への影響や自分に出来ると思う仕事の範囲を狭めて考えてし
まう、自分のやってきたことをアピールできない等就職への影響また友達等とコミュニ
ケーションをとれる時間が少ない等の友達関係への影響が心配されています。 
 

自助 

住⺠自らの努⼒・⾏動 
 

互助 
自助でできないことを 

住⺠同⼠で解決・⽀え合う 
 

共助 
年金・介護保険など相互扶助 

公助 
公的機関による体制や 
サービスなどの⽀援 
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重要度 ≪ 高 ≫ 

1 次・２次・3 次の活動項目 第 4 次計画への考え方 

多様な人材の育成・支援 
 
活動目標 1. 2.4 

福祉教育の推進・強化。福祉教育は皆で考え話合い
ながら実践していくことで人と人との関りについて
考えるきっかけになる。実践の場としてボランティ
アセンターの機能充実を図り世代と分野を超えたボ
ランティア活動を推進する。また、企業や事業所へ
も生活支援や地域支援そして災害時における支援等
地域貢献活動への働きかけが必要。 

地区組織・団体活動の充実 
 
活動目標 3.5  

地区社協活動を支援し社協との協働により以下の取
り組みを一層推進していくことが必要。 
①小地域の見守りネットワークや支援が必要な人を

早期に発見し支援する仕組みづくりの推進  
②福祉委員活動の充実  
③自治会、まちづくり委員会等との連携 

相談体制の充実 
 
活動目標 3.6 
 

社協総合相談機能(あんしん生活相談窓口事業、高齢
者相談支援センター事業、法人ネットワークによる
よつば相談窓口事業）の連携強化。 

身近な地域でのつながりづくり 
重層的な支え合いネットワーク
づくり 
 
活動目標 1.7 
 
 

地域共生社会の実現に向けた活動をしていくには、
浜田市との連携のもと重層的な支えあいの仕組みの
構築を進め、１層、２層、そして小地域へとしっか
りと地域の活動を支える仕組みづくりが必要。 
顔の向こう側が見える関係性、信頼できる関係性を
築くことも必要。 

高齢者支援の推進 
 
活動目標 1.2 
 

地域包括ケアシステムの構築において大切な柱とな
る、地域の支えあい活動の充実や、介護予防・生き
がいづくりを通じた社会参加活動等の一層の推進を
図ることが必要。そのための世代間交流も必要。 

全ての分野を含めた支援の推進 
 
活動目標 6.7 
 

制度の狭間にあって支援が必要な⽅や複合的な問題
を抱える世帯の支援体制を確立することが必要。 
住⺠・組織・企業等が社協や行政と共に考え、行動
していくことが必要。 
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「安心して住み続けることができる 
      「我が家」のような地域づくり」 

〜５年後、１０年後も安心の「我が家のような地域づくり」を進めよう〜 

 
写真「企業・駐在所・放課後児童クラブとの⾒守りすごろく」のようす 

ゆるやかな⾒守りって何だろう? ⾃分たちに出来ることは? 

地域に関わるみんなで楽しみながら学んでいます。 

そして、つながり、ささえあいへと…。 
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第２章 計画の基本的な考え方 
 

１．基本理念 

 地域住⺠や地域のあらゆる団体・組織の参加と協働による 
「誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」 

 
浜田市行政ではこれまで、自らが地域福祉の担い手となってお互いを認め合いながら、主

体的に活動していくことができるよう、「市⺠を主役に 互いを認め合い 支え合うまち」
を基本理念に掲げ取り組みを進めてきました。そして、「地域共生社会」、SDGs の目指す「誰
一人取り残さない社会の実現」に向けて、第 4 次地域福祉計画においても引き続きこれを
基本理念として計画を組み立てられています。 
 本会においても第 1 次計画から一貫して掲げてきた計画の基本理念は、本会の基本理念
そのものであり、第 4 次計画においても引き続きこの基本理念を掲げて進めます。 
 

２．地域福祉目標（福祉ビジョン） 

 
「安心して住み続けることができる 
      「我が家」のような地域づくり」 

〜５年後、１０年後も安心の「我が家のような地域づくり」を進めよう〜 

令和 3 年 4 月の社会福祉法の改正においては、地域共生社会の実現を図るため、市町村

が地域生活課題の解決に資する支援を包括的に行う重層的支援体制整備事業が創設され、

これまでの分野ごとに専⾨的支援を行っていた縦割りを改め、「断らない」相談窓口の設

置や、継続して寄り添う伴⾛型支援等、住⺠一人ひとりの生きがいと暮らしを地域と共に

作っていく社会づくりが求められています。第 4 次計画となる本計画でも、「まちづく

り」を進める中で第 3 次計画同様、住⺠にとって安心の「我が家」といえるような地域に

していくため、職場・企業等との体制づくりも求められています。 

過疎、少子高齢化が進んだ地域の中で、本当に必要なことは身近な取り組みの中にこそ

あります。したがって本計画では、必要な計画項目を掲げ、じっくり、しっかりと取り組 

みを進めていきます。 
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３．地域福祉目標（福祉ビジョン）のイメージと５つの重点目標 
次の図は、本計画の地域福祉目標（福祉ビジョン）を「家づくり」に例えてイメージし

たものです。土台、玄関、縁側、居間、屋根、それぞれに意味があり、 全てが「安心の我
が家」にとって必要な場所なのです。 

「安心して住み続けることができる 
      「我が家」のような地域づくり」 

〜５年後、１０年後も安心の「我が家のような地域づくり」を進めよう〜 
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引き続き、他分野との連携を進めながら小地域の見守りネットワーク活動を中心とした
「ささえあいの地域づくり」を一層すすめ、個別の困り事の発見、居場所づくりや生活支援
へと住⺠主体の取り組みを広げていくことが必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ≪コラム 3≫「重層的支援体制整備事業」とは 

 令和 3 年 4 月 1 日、社会福祉法が改正され、地域住⺠の複雑化・複合化した支援ニーズに
対応する包括的な支援体制を構築するため、市町村において属性を問わない「相談支援」「参
加支援」「地域づくりに向けた支援」を一体的に実施する重層的支援体制整備事業が創設施行
されました。島根県においても既に取り組みが始まっている市町村もあります。 
〇内容（社会福祉法 106 条の 4 台 2 項に事業が明記されており、一体的に展開することで一
層の効果が出るとされています。） 

① 包括的相談支援事業        
② 参加支援事業           
③ 地域づくり事業 
④ アウトリーチ等を通じた継続的支援事業 
⑤ 多機関協働事業 

社会福祉協議会 

社会福祉協議会は根から吸い上げられ

全体へ行きわたる水の役割をします。 
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➊ しっかりとした土台と基礎をつくる   

活動目標１  地域で「支え合いのまちづくり」を進める

活動項目１ 「集いの場所」を広げ、充実する

活動項目２ お互い様の「支え合い活動」を広げ、充実する

活動項目３ ゆるやかな「見守りネットワーク」活動を広げる 【図１・２参照】

活動項目４ 児童・生徒の福祉教育の取り組みを充実する【図３参照】

活動項目５ 大人の福祉の学び合い活動（大人の福祉教育）を進める

活動項目６ 「地域の活動」と「制度上のサービス」が同じテーブルで連携する

活動項目７ 身近な相談員としての⺠生児童委員、福祉委員活動を支援する

活動項目８ 「地域の活動」を専⾨職が支援する

➍みんなが集う居間をつくる   

活動項目９ ボランティア団体がつながる仕組みづくりを進める

活動項目10 世代を超えたボランティア活動の広がりを目指す

活動目標３ 総合的・包括的な相談・支援体制に向けて 【図４参照】

重点目標４ 様々な課題を我が事として、
      丸ごと取り組む地域づくりを進める

活動目標４ 浜田市ボランティアセンター機能を強化する

第3章 安心して暮らせる「我が家」のような地域づくり計画書

重点目標１ 支え合いの地域づくりの推進

活動目標２ 「他人事」を「我が事」にするための福祉教育を進める

➋ 誰もが歓迎される玄関をつくる
重点目標２ 支援が必要な人を発見する相談機能の充実

➌ 気軽に立ち寄れる縁側をつくる
重点目標３ 「住⺠同⼠の活動」と「専門職による支援」
      とをつなぐ接点をつくる

１．計画項目一覧表
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活動項目11 ボランティア活動コーディネート機能を強化する

活動項目12 ボランティア活動の見える化を進める

活動項目13 災害ボランティア活動体制整備を進める

活動項目14 地域の福祉推進団体としての役割の再構築

活動項目15 社会福祉法人連携による公益的な活動の推進

活動項目16 １層（全市）から３層（小地域）までの役割を明確にし、その連携の仕組みをつくる

活動目標７ 重層的な相談支援の体制、仕組みをつくる 【図５−１・２参照】

活動目標５ 地区社会福祉協議会の役割の再構築

活動目標６ 社会福祉法人連携による公益的な活動の推進

❺安心して暮らせる大きな「屋根」をかける

重点目標５ 点と点をつないで面の活動にする
                       仕組みづくり
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『
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
イ

メ
ー

ジ
』

図
１

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

目
的

隣
近

所
の

見
守

り
や

お
す

そ
分

け
、

声
掛

け
訪

問
な

ど
、

地
域

で
暮

ら
す

住
⺠

同
⼠

の
お

た
が

い
さ

ま
の

取
り

組
み

を
大

切
に

し
て

い
く

こ
と

が
、

「
さ

さ
え

あ
い

の
地

域
づ

く
り

」
を

す
す

め
る

大
切

な
土

台
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

そ
の

取
り

組
み

を
「

我
が

地
区

で
は

、
サ

ロ
ン

も
あ

る
し

、
な

ん
と

な
く

で
き

て
い

る
か

な
あ

」
で

終
わ

ら
せ

る
の

で
は

な
く

、
ゆ

る
や

か
で

も
「

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

と
し

て
形

を
つ

く
る

こ
と

で
、

そ
れ

ぞ
れ

点
の

活
動

を
面

の
活

動
に

広
げ

、
今

は
見

え
て

こ
な

い
住

⺠
の

「
困

っ
た

」
「

誰
に

も
言

え
な

い
」

こ
と

や
、

高
齢

者
や

障
が

い
者

福
祉

で
く

く
る

こ
と

が
で

き
な

い
住

⺠
の

問
題

発
見

と
そ

の
支

援
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

ポ
イ

ン
ト

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
だ

か
ら

こ
そ

⽣
き

て
く

る
５

つ
の

機
能

①
早

期
発

見
②

居
場

所
③

相
談

④
つ

な
ぎ

⑤
⽣

活
支

援

＊
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
進

め
る

上
で

の
情

報
は

、
公

的
機

関
や

⺠
生

児
童

委
員

の
リ

ス
ト

を
使

用
す

る
の

で
は

な
く

、
「

あ
の

人
」

が
心

配
だ

と
い

う
、

住
⺠

の
気

づ
き

か
ら

始
ま

る
見

守
り

を
大

切
に

し
ま

す
。

＊
「

重
度

、
軽

度
」

と
い

っ
た

専
門

家
の

よ
う

な
、

「
も

の
さ

し
」

で
は

な
く

、
「

気
に

な
る

人
」

を
見

守
る

と
い

う
考

え
⽅

を
大

切
に

し
ま

す
。

＊
高

齢
者

へ
の

見
守

り
は

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い

で
す

が
、

障
が

い
者

や
引

き
こ

も
り

の
人

の
見

守
り

は
イ

メ
ー

ジ
し

に
く

い
も

の
で

す
。

一
⽅

で
高

齢
者

の
こ

と
は

「
ケ

ア
マ

ネ
さ

ん
が

い
る

か
ら

安
心

」
と

か
「

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
く

る
か

ら
安

心
」

と
い

う
気

持
ち

に
も

な
り

や
す

く
、

か
え

っ
て

孤
立

し
て

い
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

＊
見

守
り

を
「

で
き

る
時

に
、

し
た

い
人

が
す

る
」

の
で

は
な

く
、

社
会

性
（

地
域

全
体

で
取

り
組

む
活

動
と

し
て

多
く

の
人

が
理

解
し

、
認

知
さ

れ
て

い
る

こ
と

）
、

公
益

性
（

住
⺠

の
福

祉
に

必
要

な
取

り
組

み
で

あ
る

こ
と

）
、

継
続

性
の

あ
る

仕
組

み
に

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

＊
そ

の
た

め
、

こ
う

で
あ

る
べ

き
と

、
形

を
決

め
て

押
し

付
け

る
よ

う
な

働
き

か
け

で
な

く
、

ど
の

よ
う

な
エ

リ
ア

を
単

位
と

し
た

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

し
、

ど
の

よ
う

な
こ

と
に

取
り

組
む

か
、

地
域

の
中

で
検

討
し

活
動

を
形

づ
く

り
ま

す
。

＊
ま

ず
は

、
「

地
区

社
協

」
、

「
⺠

生
児

童
委

員
」

、
「

自
治

会
・

町
内

会
も

し
く

は
、

ま
ち

づ
く

り
推

進
委

員
会

」
、

エ
リ

ア
に

よ
っ

て
は

「
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

」
を

含
め

共
通

理
解

の
基

に
す

す
め

ま
す

。

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会
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浜
田

⽯
見

⻑
浜

周
布

国
府

美
川

金
城

旭
弥

栄
三

隅
外

ノ
浦

・
松

原
生

湯
熱

田
全

域
上

府
全

域
久

佐
今

市
安

城
岡

見
殿

町
⻑

沢
⻑

浜
国

分
今

福
⽊

田
杵

束
三

保
田

町
浅

井
久

代
美

又
和

田
白

砂
え

び
す

新
町

⿊
川

下
府

雲
城

都
川

三
隅

片
庭

三
階

地
区

宇
野

・
下

有
福

・
大

金
波

佐
市

⽊
⿊

沢
そ

の
他

高
佐

小
国

井
野

後
野

佐
野

・
宇

津
井

 
 

 
 

◎
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
成

す
る

エ
リ

ア
（

例
）

大
麻

全
域

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

地
域

の
中

で
主

体
と

な
る

組
織

・
団

体
（

例
）

自
治

会
・

町
内

会
・

ま
ち

づ
く

り
推

進
委

員
会

・
⺠

生
児

童
委

員
・

福
祉

委
員

・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

・
高

齢
者

ク
ラ

ブ
・

保
健

委
員

・
す

こ
や

か
委

員
・

高
齢

者
サ

ロ
ン

・
エ

リ
ア

内
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
地

域
安

全
委

員
・

消
防

団
等

支
援

、
応

援
を

求
め

る
組

織
等

（
例

）
＊

郵
便

局
＊

Ｊ
Ａ

＊
生

協
＊

商
店

＊
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

＊
電

気
・

ガ
ス

関
連

業
者

等

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
」

地
域

内
で

主
体

と
な

る
組

織
・

団
体

の
中

で
も

、
⺠

⽣
児

童
委

員
、

福
祉

委
員

を
中

心
と

し
た

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

を
開

催
す

る
こ

と
が

肝
心

で
す

。
こ

れ
に

、
専

門
機

関
が

参
加

す
る

こ
と

で
、

地
域

の
中

だ
け

で
解

決
で

き
な

い
課

題
の

発
見

（
相

談
窓

口
）

、
つ

な
ぎ

、
そ

し
て

支
援

へ
の

つ
な

が
り

が
⽣

ま
れ

ま
す

。

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会
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「
福

祉
教

育
」

に
お

け
る

学
習

の
ポ

イ
ン

ト
と

学
び

の
要

素
 

図
３

地
域

を
大

切
に

他
者

を
大

切
に

自
分

を
大

切
に

思
い

や
り

を
育

む
福

祉
教

育
↓

一
人

ひ
と

り
が

大
切

に
さ

れ
る

地
域

へ

個
人

の
尊

重
に

つ
い

て
学

ぶ
・

一
人

ひ
と

り
の

幸
せ

に
つ

い
て

考
え

る
・

基
本

的
人

権
に

つ
い

て
学

ぶ
等

他
者

と
の

出
会

い
か

ら
学

ぶ
・

ま
ち

に
暮

ら
す

様
々

な
当

事
者

と
出

会
う

・
ふ

れ
あ

い
を

通
し

て
感

じ
る

・
学

ぶ

違
い

を
認

め
る

・
互

い
の

違
い

を
認

め
る

こ
と

を
学

ぶ

地
域

に
つ

い
て

考
え

る
・

街
歩

き
体

験
か

ら
地

域
を

知
る

・
地

域
に

あ
る

課
題

を
学

ぶ

理
念

や
考

え
方

に
つ

い
て

学
ぶ

・
み

ん
な

が
幸

せ
に

暮
ら

せ
る

街
に

つ
い

て
考

え
る

・
バ

リ
ア

フ
リ

ー
に

つ
い

て
学

ぶ
・

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

学
ぶ

ま
ち

づ
く

り
の

手
法

を
学

ぶ
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

学
ぶ

・
自

分
た

ち
に

で
き

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
る

・
地

域
で

の
自

分
た

ち
の

役
割

に
つ

い
て

学
ぶ

人
権

意
識

を
持

つ
他

者
を

知
る

思
い

や
り

の
心

を
育

む

孤
立

感
・

疎
外

感
に

つ
い

て
考

え
る

地
域

を
知

る

排
除

さ
れ

な
い

ま
ち

を
考

え
る

福
祉

の
ま

ち
づ

く
り

自
尊

感
情

を
高

め
る
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支
え

合
い

の
地

域
づ

く
り

（
住

⺠
同

⼠
お

互
い

さ
ま

の
活

動
）

制
度

上
の

サ
ー

ビ
ス

・
支

援
・

連
携

（
専

門
職

に
よ

る
支

援
）

高
齢

者
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
子

育
て

世
代

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
ん

し
ん

生
活

相
談

窓
口

相
談

支
援

事
業

所
医

療
機

関
・

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
障

が
い

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
⻘

少
年

サ
ポ

ー
ト

（
⻘

サ
ポ

）
若

者
サ

ポ
ー

ト
（

サ
ポ

ス
テ

）
・

生
活

困
窮

者
支

援
⽯

見
成

年
後

見
セ

ン
タ

ー
・

防
災

・
防

犯
関

係
機

関
法

テ
ラ

ス
・

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

保
健

所
・

児
童

相
談

所
行

政
・

社
会

福
祉

協
議

会

協
議

体
な

ど
（

地
域

課
題

の
集

約
）

生
活

支
援

の
仕

組
み

声
掛

け
・

訪
問

活
動 「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
」

サ
ロ

ン
な

ど
の

集
い

の
場

専
門

職
に

よ
る

地
域

支
援

と
連

携
の

あ
れ

こ
れ

①
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
へ

参
画

②
集

い
の

場
の

支
援

③
住

⺠
参

加
の

生
活

支
援

活
動

と
の

連
携

④
福

祉
の

学
び

あ
い

の
活

動
へ

の
協

力
⑤

協
議

体
へ

の
参

画

「
地

域
ケ

ア
会

議
」

や
個

別
の

支
援

調
整

会
議

（
個

別
課

題
の

集
約

）

『
総

合
的

・
包

括
的

な
相

談
支

援
体

制
（

住
⺠

活
動

と
専

門
職

支
援

の
つ

な
が

り
）

全
体

像
イ

メ
ー

ジ
』

図
４

「
協

議
体

」
と

は
地

域
の

多
様

な
主

体
が

メ
ン

バ
ー

と
な

り
、

既
に

あ
る

支
え

合
い

活
動

な
ど

地
域

の
情

報
を

共
有

し
た

り
、

将
来

に
向

け
て

、
自

分
た

ち
の

ま
ち

を
ど

の
よ

う
な

地
域

に
し

た
い

か
等

を
話

し
合

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

の
中

で
、

活
動

の
同

⼠
の

つ
な

が
り

、
見

守
り

活
動

、
居

場
所

づ
く

り
等

の
支

え
合

い
の

仕
組

み
づ

く
り

を
で

き
る

範
囲

で
考

え
て

い
き

ま
す

。

サ
ロ

ン
な

ど
の

集
い

の
場

生
活

支
援

の
仕

組
み

声
掛

け
・

訪
問

活
動

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
」

サ
ロ

ン
な

ど
の

集
い

の
場

生
活

支
援

の
仕

組
み

声
掛

け
・

訪
問

活
動

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
」

重
要

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
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第
1層

浜
田

地
域

エ
リ

ア
社

協
浜

田
支

所
エ

リ
ア

浜
田

市
全

域

第
3層

第
2層

第
2層

協
議

体
小

学
校

区
・

ま
ち

づ
く

り
・

町
内

会
・

自
治

会
エ

リ
ア

 
地

区
社

協
・

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
エ

リ
ア

⽣ 活 困 窮 者 等 複 合 的 な 分 野 ・ 制 度 の 狭 間 の 問 題

児 童 青 少 年 分 野高 齢 者 福 祉 分 野障 が い 者 福 祉 分 野

『
重

層
的

な
相

談
支

援
体

制
・

仕
組

み
の

イ
メ

ー
ジ

＜
浜

田
地

域
＞

』
図

５
-1

支
え

合
い

の
地

域
づ

く
り

の
中

で
相

談
を

受
け

止
め

る

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
の

広
が

り

サ
ロ

ン

声
掛

け
・

訪
問

生
活

支
援

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

第
2層

協
議

体

子
育

て
広

場

地
域

ケ
ア

会
議

行
政

・
社

協
と

し
て

分
野

を
横

断
し

た
相

談
・

支
援

体
制

第
1層

協
議

体

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

隣
近

所
の

お
す

そ
分

け
等

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

生
活

困
窮

者
支

援

権
利

擁
護

防
災

・
防

犯

障
が

い
者

の
自

立
支

援

子
育

て
支

援

高
齢

者
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

分 野 を 横 断 し た 支 援 調 整 会 議
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浜
田

市
全

域

第
1層

第
2層

第
3層

地
区

社
協

・
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

エ
リ

ア
地

域
・

社
協

支
所

エ
リ

ア
第

2層
協

議
体

⽣ 活 困 窮 者 等 複 合 的 な 分 野 ・ 制 度 の 狭 間 の 問 題

障 が い 者 福 祉 分 野 児 童 青 少 年 分 野高 齢 者 福 祉 分 野

『
重

層
的

な
相

談
支

援
体

制
・

仕
組

み
の

イ
メ

ー
ジ

＜
金

城
・

旭
・

弥
栄

・
三

隅
地

域
＞

』
図

５
-2

支
え

合
い

の
地

域
づ

く
り

の
中

で
相

談
を

受
け

止
め

る

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
活

動
の

広
が

り

サ
ロ

ン

声
掛

け
・

訪
問

生
活

支
援

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

隣
近

所
の

お
す

そ
分

け
等

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

第
2層

協
議

体

子
育

て
サ

ロ
ン

地
域

ケ
ア

会
議

行
政

・
社

協
と

し
て

分
野

を
横

断
し

た
相

談
・

支
援

体
制

第
1層

協
議

体

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

生
活

困
窮

者
支

援

権
利

擁
護

防
災

・
防

犯

障
が

い
者

の
自

立
支

援

子
育

て
支

援

高
齢

者
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー

分 野 を 横 断 し た 支 援 調 整 会 議
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 ２
．

計
画

の
内

容
▶

重
点

目
標

１
 

支
え

合
い

の
地

域
づ

く
り

の
推

進

 
活

動
項

目
１

「
集

い
の

場
所

」
を

広
げ

、
充

実
す

る
令

和
5年

度
令

和
6年

度
令

和
7年

度
令

和
8年

度
令

和
9年

度

①
集

い
の

場
所

の
発

掘
と

立
上

げ
を

支
援

す
る

。
9か

所
9か

所
9か

所
8か

所
8か

所

②
サ

ロ
ン

活
動

の
継

続
に

向
け

運
営

（
財

源
・

情
報

提
供

等
）

を
支

援
す

る
継

続

③
集

い
の

場
所

に
多

様
な

支
援

が
得

ら
れ

る
よ

う
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

支
援

へ
支

援
の

の
働

き
か

け
充

実

活
動

目
標

１
 

 
地

域
で

「
支

え
合

い
の

ま
ち

づ
く

り
」

を
進

め
る

◎
本

計
画

に
お

け
る

福
祉

ビ
ジ

ョ
ン

の
根

幹
と

な
る

取
り

組
み

と
な

る
の

は
、

こ
の

「
支

え
合

い
の

ま
ち

づ
く

り
」

を
進

め
る

こ
と

に
あ

り
ま

す
。

◎
こ

の
取

り
組

み
を

進
め

る
機

運
を

高
め

、
行

政
や

社
協

、
専

⾨
職

は
そ

れ
を

支
援

し
連

携
す

る
こ

と
で

課
題

の
早

期
発

見
、

早
期

支
援

に
つ

な
が

っ
て

い
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

◎
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
に

よ
る

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
把

握
し

た
課

題
を

地
域

住
⺠

や
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

等
と

共
有

、
ま

た
、

多
機

関
・

多
分

野
と

の
連

携
も

進
め

な
が

ら
、

次
の

ス
テ

ッ
プ

へ
と

つ
な

げ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

◎
「

集
い

の
場

所
」

と
は

、
閉

じ
こ

も
り

を
防

ぎ
、

生
き

が
い

、
社

会
参

加
、

楽
し

み
、

介
護

予
防

、
交

流
と

い
っ

た
要

素
を

含
む

場
所

の
総

称
で

、
「

高
齢

者
サ

ロ
ン

」
の

ほ
か

に
健

康
教

室
、

趣
味

の
会

、
た

ま
り

場
な

ど
、

基
本

的
に

地
域

の
⽅

々
と

交
流

が
で

き
る

場
所

で
あ

れ
ば

「
集

い
の

形
」

に
こ

だ
わ

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
た

だ
し

、
特

に
サ

ロ
ン

運
営

に
関

し
て

は
リ

ー
ダ

ー
の

存
在

と
支

援
が

必
要

で
す

の
で

、
サ

ロ
ン

交
流

会
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

の
開

催
、

出
前

講
座

な
ど

多
機

関
と

連
携

し
多

様
な

支
援

メ
ニ

ュ
ー

を
提

供
し

て
い

き
ま

す
。

◎
近

年
で

は
、

手
作

り
ベ

ン
チ

を
置

い
た

り
、

家
庭

の
不

用
品

を
軒

先
に

並
べ

て
み

た
り

と
い

つ
で

も
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
場

所
を

地
域

に
つ

く
る

と
い

っ
た

取
り

組
み

も
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

密
を

さ
け

る
た

め
、

畑
で

の
活

動
や

ラ
ジ

オ
体

操
等

外
で

の
活

動
も

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

◎
集

い
の

場
所

の
空

白
地

域
が

解
消

さ
れ

る
よ

う
、

地
域

に
働

き
か

け
、

立
ち

上
げ

を
支

援
し

ま
す

。
◎

集
い

の
場

で
は

、
単

に
そ

の
場

所
で

過
ご

す
こ

と
に

と
ど

ま
ら

ず
、

プ
ラ

ス
α

の
取

り
組

み
（

専
⾨

職
の

支
援

を
受

け
た

り
、

見
守

り
や

声
掛

け
、

生
活

支
援

の
場

所
や

活
動

に
つ

な
が

っ
て

い
く

な
ど

）
が

行
わ

れ
る

よ
う

働
き

か
け

ま
す

。
◎

集
い

の
場

所
の

立
ち

上
げ

や
運

営
に

多
様

な
支

援
（

企
業

や
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

、
専

⾨
職

の
支

援
）

が
得

ら
れ

る
よ

う
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

し
ま

す
。
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▶
重

点
目

標
１

 
支

え
合

い
の

地
域

づ
く

り
の

推
進

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
⽣

活
支

援
と

し
て

の
支

え
合

い
活

動
の

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

6か
所

6か
所

6か
所

6か
所

6か
所

②
支

え
合

い
活

動
を

行
う

団
体

を
支

援
す

る
 

 
団

体
間

・
 専

⾨
職

と
の

つ
な

ぎ

③
企

業
等

に
お

け
る

⽣
活

支
援

の
取

り
組

み
が

進
む

よ
う

働
き

か
け

る
支

援
へ

支
援

の
の

働
き

か
け

充
実

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
地

域
に

応
じ

た
「

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

の
仕

組
み

を
つ

く
る

合
意

形
成

と
準

備

組
織

化
11

か
所

組
織

化
4か

所
組

織
化

4か
所

組
織

化
4か

所

②
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
参

画
す

る
機

関
・

団
体

と
の

連
携

を
進

め
る

働
き

か
け

と
参

画

③
「

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

」
の

開
催

各
年

1回
開

催

◎
お

互
い

様
の

「
支

え
合

い
活

動
」

と
し

て
生

活
支

援
の

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

ご
近

所
の

お
す

そ
分

け
か

ら
、

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

組
織

と
し

て
草

刈
を

し
た

り
、

大
掃

除
の

手
伝

い
を

し
た

り
、

障
子

の
張

り
替

え
を

す
る

よ
う

な
活

動
ま

で
幅

広
い

の
で

す
が

、
集

い
の

場
所

と
同

様
に

形
に

こ
だ

わ
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

◎
現

在
す

で
に

あ
る

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

団
体

を
支

援
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

利
用

者
や

登
録

者
を

増
や

す
こ

と
に

協
力

す
る

こ
と

も
で

す
が

、
必

要
に

応
じ

て
団

体
間

の
連

携
や

専
⾨

職
と

の
連

携
、

他
の

住
⺠

組
織

と
の

連
携

な
ど

高
齢

者
の

社
会

参
加

と
生

き
が

い
づ

く
り

の
視

点
か

ら
も

様
々

な
取

り
組

み
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
◎

企
業

、
法

人
、

組
合

、
個

人
商

店
に

よ
る

生
活

支
援

の
取

り
組

み
、

た
と

え
ば

移
動

販
売

や
電

気
の

点
検

、
雨

ど
い

の
点

検
な

ど
の

取
り

組
み

が
進

む
よ

う
働

き
か

け
ま

す
。

 
活

動
項

目
３

 
ゆ

る
や

か
な

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
活

動
を

広
げ

る
【

図
１

・
２

参
照

】

◎
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

「
我

が
地

区
で

は
、

サ
ロ

ン
も

あ
る

し
、

な
ん

と
な

く
で

き
て

い
る

か
な

あ
」

で
終

わ
ら

せ
る

の
で

は
な

く
、

ゆ
る

や
か

で
も

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
と

し
て

形
を

つ
く

る
こ

と
で

、
そ

れ
ぞ

れ
点

の
活

動
を

面
の

活
動

に
広

げ
、

今
は

見
え

て
こ

な
い

住
⺠

の
「

困
っ

た
」

「
誰

に
も

言
え

な
い

」
こ

と
や

、
高

齢
者

や
障

が
い

者
福

祉
で

く
く

る
こ

と
が

で
き

な
い

住
⺠

の
複

合
的

な
問

題
発

見
と

そ
の

支
援

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
が

で
き

ま
す

。
◎

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

そ
の

存
在

意
義

を
果

た
す

た
め

に
は

、
⺠

生
児

童
委

員
を

中
心

と
し

、
福

祉
委

員
、

町
内

会
、

自
治

会
等

関
係

者
間

の
連

携
を

進
め

る
た

め
の

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
」

の
開

催
が

必
要

で
す

。
◎

地
域

内
の

住
⺠

や
高

齢
者

ク
ラ

ブ
等

の
住

⺠
組

織
だ

け
で

進
め

る
の

で
は

な
く

、
行

政
で

す
で

に
組

織
さ

れ
て

い
る

認
知

症
Ｓ

Ｏ
Ｓ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
見

守
り

協
定

が
締

結
さ

れ
て

い
る

郵
便

局
等

の
団

体
、

機
関

等
と

の
連

携
や

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

◎
こ

の
取

り
組

み
を

進
め

て
い

く
た

め
に

は
、

地
区

社
協

と
⺠

生
児

童
委

員
協

議
会

、
町

内
会

・
自

治
会

、
ま

ち
づ

く
り

推
進

委
員

会
等

と
の

共
通

理
解

と
合

意
形

成
が

必
要

で
す

。

 
活

動
項

目
２

 
お

互
い

様
の

「
支

え
合

い
活

動
」

を
広

げ
、

充
実

す
る
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▶
重

点
目

標
１

 
支

え
合

い
の

地
域

づ
く

り
の

推
進

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
福

祉
教

育
推

進
方

針
の

策
定

策
定

 

②
学

校
等

に
お

け
る

福
祉

教
育

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

企
画

と
活

用
を

進
め

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

企
画

活
用

年
1回

年
2回

年
2回

年
3回

③
福

祉
教

育
副

読
本

の
継

続
活

用
と

見
直

し
継

続
活

用
見

直
し

新
規

活
用

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
地

区
社

協
、

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

事
業

等
と

連
携

し
て

福
祉

講
座

等
の

啓
発

事
業

を
進

め
る

福
祉

講
座

等
の

開
催

②
「

福
祉

座
談

会
」

や
「

ふ
く

し
出

前
講

座
」

を
通

じ
て

、
身

近
な

支
え

あ
い

活
動

啓
発

を
進

め
る

 
座

談
会

・
出

前
講

座
活

用

活
動

目
標

２
 

「
他

人
事

」
を

「
我

が
事

」
に

す
る

た
め

の
福

祉
教

育
を

進
め

る

 
活

動
項

目
４

 
児

童
・

⽣
徒

の
福

祉
教

育
の

取
り

組
み

を
充

実
す

る
【

図
３

参
照

】

 
活

動
項

目
５

 
大

人
の

福
祉

の
学

び
合

い
活

動
（

大
人

の
福

祉
教

育
）

を
進

め
る

◎
地

域
行

事
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

参
加

者
は

固
定

化
さ

れ
減

少
傾

向
に

あ
り

ま
す

。
こ

れ
か

ら
の

地
域

福
祉

ビ
ジ

ョ
ン

を
進

め
て

い
く

た
め

に
は

一
人

ひ
と

り
が

大
切

に
さ

れ
る

地
域

に
し

よ
う

と
い

う
気

持
ち

の
育

み
や

、
で

き
る

こ
と

は
や

っ
て

み
よ

う
と

い
う

機
運

の
高

ま
り

が
必

要
で

あ
り

、
住

⺠
一

人
ひ

と
り

の
ご

理
解

と
ご

協
力

な
く

し
て

は
成

し
得

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

大
人

の
福

祉
の

学
び

合
い

活
動

が
必

要
で

す
。

◎
地

区
社

協
、

ま
ち

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
行

事
等

に
お

い
て

学
習

の
機

会
を

作
っ

て
い

く
こ

と
の

ほ
か

、
自

治
会

、
町

内
会

で
も

「
福

祉
座

談
会

」
や

「
ふ

く
し

出
前

講
座

」
等

を
活

用
し

て
い

た
だ

き
、

学
び

の
場

が
提

供
で

き
る

よ
う

努
め

ま
す

。

◎
福

祉
教

育
と

し
て

幼
少

期
か

ら
例

え
ば

車
い

す
の

操
作

や
手

話
の

学
習

な
ど

の
福

祉
学

習
を

受
け

る
こ

と
や

、
地

域
の

サ
ロ

ン
や

高
齢

者
施

設
の

訪
問

な
ど

様
々

な
福

祉
体

験
を

す
る

こ
と

は
、

児
童

生
徒

の
思

い
や

り
の

心
を

育
む

こ
と

や
命

を
大

切
に

す
る

こ
と

を
理

解
す

る
上

で
大

切
な

取
り

組
み

で
す

。
学

校
任

せ
に

す
る

の
で

は
な

く
、

関
係

者
が

積
極

的
に

福
祉

教
育

を
支

援
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
理

論
的

に
構

築
し

て
計

画
的

に
実

施
し

て
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

◎
福

祉
教

育
と

は
、

全
て

の
地

域
住

⺠
が

福
祉

活
動

や
話

し
合

い
を

通
し

て
「

共
に

生
き

る
力

」
を

育
み

、
主

体
的

に
福

祉
の

ま
ち

づ
く

り
に

参
加

す
る

た
め

の
取

り
組

み
で

す
。

社
会

に
あ

る
様

々
な

不
条

理
や

差
別

、
偏

見
、

孤
立

を
な

く
し

、
多

様
性

を
認

め
合

い
、

支
え

合
い

な
が

ら
自

分
ら

し
く

地
域

で
暮

ら
す

こ
と

を
実

現
す

る
こ

と
は

、
地

域
福

祉
を

推
進

す
る

上
で

基
盤

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
◎

児
童

生
徒

に
対

す
る

福
祉

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

は
、

日
常

的
活

動
と

し
て

取
り

組
め

る
よ

う
に

実
践

し
て

き
ま

し
た

が
、

今
日

的
な

複
合

化
し

た
課

題
解

決
と

こ
れ

か
ら

の
取

り
組

み
を

進
め

て
い

く
た

め
に

は
、

大
人

の
福

祉
学

習
も

大
切

で
す

。
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▶
重

点
目

標
２

 
支

援
が

必
要

な
人

を
発

見
す

る
相

談
機

能
の

充
実

▶
重

点
目

標
３

 
「

住
⺠

同
⼠

の
活

動
」

と
「

専
門

職
に

よ
る

支
援

」
と

を
つ

な
ぐ

接
点

を
つ

く
る

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
に

専
門

職
が

参
画

し
、

市
⺠

の
困

っ
た

を
逃

さ
な

い
実

施

②
各

地
域

に
お

い
て

地
域

と
専

門
職

と
の

地
域

課
題

、
⽣

活
課

題
の

共
有

を
進

め
る

随
時

開
催

③
地

域
ケ

ア
会

議
に

社
協

や
⺠

⽣
児

童
委

員
が

参
画

し
て

個
別

の
ケ

ー
ス

検
討

を
通

じ
て

地
域

に
必

要
な

支
援

を
見

出
す

継
続

参
画

活
動

目
標

３
 

総
合

的
・

包
括

的
な

相
談

・
支

援
体

制
に

向
け

て
 

【
図

４
参

照
】

◎
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
向

け
て

、
分

野
に

と
ら

わ
れ

な
い

包
括

的
な

相
談

体
制

、
支

援
体

制
の

構
築

を
地

域
と

行
政

や
専

⾨
職

が
一

緒
に

作
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
◎

ま
た

課
題

整
理

の
項

目
で

も
記

載
し

た
よ

う
に

、
地

域
に

は
生

活
困

窮
、

引
き

こ
も

り
、

80
50

問
題

、
高

齢
者

と
障

が
い

者
が

暮
ら

す
世

帯
で

生
じ

や
す

い
生

活
課

題
、

ネ
グ

レ
ク

ト
な

ど
大

き
な

問
題

と
な

っ
て

表
面

化
す

る
ケ

ー
ス

や
、

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
の

よ
う

に
、

他
の

課
題

に
埋

も
れ

て
表

面
化

し
に

く
い

ケ
ー

ス
も

あ
る

の
が

現
状

で
す

。
◎

そ
の

た
め

に
も

、
地

域
内

の
連

携
を

形
づ

く
り

、
そ

こ
に

行
政

や
専

⾨
職

が
関

わ
り

、
支

援
す

る
こ

と
で

包
括

的
な

相
談

・
支

援
体

制
（

発
見

→
つ

な
ぎ

→
支

援
）

の
構

築
を

目
指

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん

 
活

動
項

目
６

 
「

地
域

の
活

動
」

と
「

制
度

上
の

サ
ー

ビ
ス

」
が

同
じ

テ
ー

ブ
ル

で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

連
携

す
る

（
発

見
→

つ
な

ぎ
→

支
援

）

◎
活

動
項

目
３

に
記

載
し

た
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

を
広

げ
る

取
り

組
み

に
お

け
る

「
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
」

は
⺠

生
児

童
委

員
を

中
心

と
し

た
見

守
り

支
援

者
の

連
携

に
重

き
を

お
い

て
お

り
、

そ
こ

に
専

⾨
職

が
参

画
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
◎

行
政

に
お

い
て

開
催

さ
れ

る
介

護
保

険
制

度
に

位
置

付
け

ら
れ

た
「

地
域

ケ
ア

会
議

（
個

別
事

例
に

つ
い

て
専

⾨
職

や
地

域
の

支
援

者
が

連
携

し
て

支
援

策
を

検
討

す
る

会
議

）
」

に
社

協
や

地
域

組
織

、
⺠

生
児

童
委

員
が

参
画

す
る

こ
と

で
、

個
別

事
例

か
ら

地
域

課
題

の
発

見
→

支
援

策
を

検
討

す
る

こ
と

に
つ

な
が

り
ま

す
。

◎
ま

た
、

協
議

体
に

つ
い

て
は

、
地

域
住

⺠
を

は
じ

め
と

す
る

ま
ち

づ
く

り
活

動
団

体
や

同
一

エ
リ

ア
内

の
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

や
自

治
会

、
ま

ち
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

等
が

参
画

し
て

い
る

組
織

に
介

入
し

て
い

く
こ

と
で

、
地

域
課

題
を

共
有

し
連

携
し

て
解

決
に

向
け

検
討

し
て

い
く

役
割

が
あ

り
ま

す
。

◎
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
を

遂
行

し
て

い
く

た
め

に
は

行
政

、
社

協
を

中
心

と
し

て
関

係
者

間
の

共
通

認
識

と
合

意
形

成
が

必
要

で
す

。
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▶
重

点
目

標
２

 
支

援
が

必
要

な
人

を
発

見
す

る
相

談
機

能
の

充
実

▶
重

点
目

標
３

 
「

住
⺠

同
⼠

の
活

動
」

と
「

専
門

職
に

よ
る

支
援

」
と

を
つ

な
ぐ

接
点

を
つ

く
る

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
⺠

⽣
児

童
委

員
・

福
祉

委
員

連
絡

会
の

充
実

継
続

実
施

②
地

区
⺠

⽣
児

童
委

員
協

議
会

と
専

門
職

と
の

連
絡

会
を

開
催

す
る

適
宜

開
催

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
地

域
の

⽣
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

と
専

門
職

支
援

の
活

動
連

携
を

進
め

る
継

続
支

援

②
専

門
職

に
よ

る
地

域
支

援
メ

ニ
ュ

ー
の

検
討

と
支

援
の

実
施

継
続

支
援

◎
前

述
し

た
と

お
り

地
域

で
は

サ
ロ

ン
活

動
等

の
集

い
の

場
所

や
、

生
活

支
援

の
取

り
組

み
を

広
げ

よ
う

と
し

て
い

ま
す

。
そ

こ
に

は
住

⺠
の

皆
さ

ん
の

強
い

思
い

が
あ

っ
て

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

一
人

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

で
運

営
し

て
い

る
と

こ
ろ

や
、

活
動

が
停

滞
し

て
い

る
取

り
組

み
も

あ
り

ま
す

。
専

⾨
職

が
様

々
な

支
援

策
を

検
討

し
地

域
の

活
動

を
支

え
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

◎
地

域
の

生
活

支
援

の
取

り
組

み
と

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

な
ど

と
の

連
携

が
図

ら
れ

る
よ

う
協

議
体

等
を

通
じ

エ
リ

ア
内

連
携

を
進

め
ま

す
。

◎
災

害
時

要
援

護
者

支
援

な
ど

目
的

に
応

じ
た

連
携

体
制

を
構

築
す

る
。

 
活

動
項

目
７

 
身

近
な

相
談

員
と

し
て

の
⺠

⽣
児

童
委

員
、

福
祉

委
員

活
動

を
支

援
す

る

◎
⺠

生
児

童
委

員
の

活
動

強
化

⽅
策

と
し

て
①

地
域

の
つ

な
が

り
、

地
域

の
力

を
高

め
る

活
動

の
推

進
②

さ
ま

ざ
ま

な
課

題
を

抱
え

た
人

々
を

支
え

る
活

動
の

推
進

が
挙

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
を

進
め

て
い

く
た

め
に

は
地

域
に

お
い

て
自

治
会

、
町

内
会

と
の

連
携

は
も

ち
ろ

ん
で

す
が

、
福

祉
委

員
と

の
連

携
が

大
切

で
す

。
◎

福
祉

委
員

は
社

協
が

委
嘱

し
て

い
る

地
域

活
動

推
進

員
と

し
て

の
位

置
づ

け
が

あ
り

、
⺠

生
児

童
委

員
と

の
情

報
共

有
、

連
携

の
役

割
が

あ
り

ま
す

。
◎

ま
た

⺠
生

児
童

委
員

は
行

政
サ

ー
ビ

ス
や

専
⾨

職
と

地
域

を
つ

な
ぐ

役
割

が
あ

り
、

そ
の

た
め

に
も

日
頃

か
ら

顔
が

見
え

る
関

係
づ

く
り

が
大

切
で

す
。

 
活

動
項

目
８

 
「

地
域

の
活

動
」

を
専

門
職

が
支

援
す

る

- 28 -



▶
重

点
目

標
４

 
様

々
な

課
題

を
我

が
事

と
し

て
、

丸
ご

と
取

り
組

む
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
全

体
、

分
野

別
、

地
域

別
な

ど
検

討
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

進
め

る
登

録
の

推
進

団
体

分
類

（
分

野
・

地
域

）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
連

絡
会

開
催

②
地

域
課

題
や

テ
ー

マ
を

設
定

し
て

活
動

の
促

進
を

図
る

取
組

を
検

討
す

る
地

域
設

定

活
動

目
標

４
 

浜
田

市
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
機

能
を

強
化

す
る

◎
地

域
福

祉
は

市
⺠

一
人

ひ
と

り
の

参
加

参
画

が
求

め
ら

れ
ま

す
が

、
そ

の
入

り
口

と
し

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

参
加

し
て

も
ら

う
こ

と
が

有
効

で
す

。
し

か
し

、
参

加
の

た
め

の
き

っ
か

け
が

な
い

な
ど

の
理

由
か

ら
行

事
等

に
も

参
加

し
に

く
い

状
況

が
あ

り
ま

す
。

◎
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

推
進

は
地

域
へ

の
関

心
を

喚
起

し
、

つ
な

が
り

づ
く

り
に

向
け

て
大

い
に

効
果

が
期

待
さ

れ
ま

す
が

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
や

障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
対

応
が

求
め

ら
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

っ
て

も
、

十
分

に
そ

れ
に

応
え

る
こ

と
が

で
き

て
い

ま
せ

ん
。

◎
本

会
の

地
域

福
祉

ビ
ジ

ョ
ン

を
実

現
し

て
い

く
た

め
に

は
、

分
野

を
超

え
て

多
様

な
人

、
組

織
等

の
連

携
が

求
め

ら
れ

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
機

能
を

強
化

し
て

い
く

こ
と

が
欠

か
せ

な
い

取
り

組
み

と
な

り
ま

す
。

◎
浜

田
市

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

で
は

平
成

27
年

度
に

3か
年

計
画

で
「

浜
田

市
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
活

動
推

進
計

画
」

を
策

定
、

こ
れ

に
基

づ
い

て
活

動
事

業
を

推
進

し
て

き
ま

し
た

が
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

事
業

の
強

化
に

つ
い

て
は

、
地

域
福

祉
活

動
計

画
の

活
動

目
標

に
お

い
て

も
か

か
せ

な
い

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

平
成

30
年

度
か

ら
本

計
画

に
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

推
進

計
画

」
を

内
包

し
て

い
ま

す
。

 
活

動
項

目
９

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
が

つ
な

が
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
高

め
あ

え
る

関
係

づ
く

り
）

◎
現

在
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

行
う

市
⺠

団
体

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

は
多

数
存

在
し

、
毎

年
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
保

険
の

加
入

に
は

多
く

の
団

体
が

手
続

き
を

さ
れ

ま
す

。
し

か
し

、
本

会
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
へ

の
登

録
状

況
は

極
め

て
低

調
で

あ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
同

⼠
の

連
携

も
成

さ
れ

て
い

る
と

は
い

え
ず

、
地

域
に

お
い

て
面

の
活

動
で

は
な

く
点

の
活

動
と

な
っ

て
お

り
、

本
会

の
取

り
組

み
に

課
題

が
あ

り
ま

す
。

◎
今

後
市

内
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

等
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

へ
の

登
録

増
を

め
ざ

し
、

さ
ら

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

を
進

め
ま

す
。
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▶
重

点
目

標
４

 
様

々
な

課
題

を
我

が
事

と
し

て
、

丸
ご

と
取

り
組

む
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
⼦

ど
も

、
学

⽣
、

就
労

者
、

高
齢

者
、

障
が

い
者

、
誰

で
も

参
加

で
き

る
仕

組
み

づ
く

り
各

年
齢

層
へ

の
働

き
か

け
Ｖ

登
録

拡
充

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
地

域
課

題
や

⽣
活

課
題

に
対

応
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

企
画

・
開

発
を

進
め

る
地

域
と

の
企

画
連

携

②
地

域
に

お
け

る
イ

ベ
ン

ト
や

交
流

事
業

へ
企

業
等

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
支

援
が

入
る

仕
組

み
づ

く
り

企
業

へ
の

働
き

か
け

③
介

護
サ

ー
ビ

ス
や

障
が

い
サ

ー
ビ

ス
と

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
と

の
連

携
を

進
め

る
地

域
で

の
連

携
協

議

 
活

動
項

目
10

 
世

代
を

超
え

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

広
が

り
を

目
指

す
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

人
口

を
増

や
す

）
◎

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

へ
の

参
加

は
年

齢
や

障
が

い
の

有
無

を
問

い
ま

せ
ん

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

し
た

い
人

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

探
し

て
い

る
人

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

の
仲

間
を

求
め

る
人

、
そ

ん
な

人
と

人
を

つ
な

い
で

い
け

る
よ

う
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
者

増
を

目
指

し
ま

す
。

◎
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

進
め

る
こ

と
で

こ
れ

ま
で

で
き

て
い

な
か

っ
た

各
団

体
の

実
態

把
握

が
可

能
に

な
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
の

際
の

目
的

・
テ

ー
マ

を
今

以
上

に
多

様
な

メ
ニ

ュ
ー

を
提

⽰
で

き
る

こ
と

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
◎

例
え

ば
…

 
子

ど
も

…
学

校
だ

け
で

な
く

、
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

や
音

楽
教

室
な

ど
に

働
き

か
け

る
 

 
 

 
 

 
高

校
生

…
部

活
動

の
一

環
と

し
て

地
域

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
す

る
な

ど
 

 
 

 
 

 
大

学
生

…
地

域
連

携
室

と
の

連
携

の
ほ

か
サ

ー
ク

ル
活

動
へ

の
呼

び
か

け
も

 
 

 
 

 
 

就
労

者
…

企
業

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
地

域
貢

献
の

推
進

を
図

る
 

 
 

 
 

 
障

が
い

者
…

相
談

支
援

事
業

所
等

と
連

携
し

て
、

障
が

い
者

の
社

会
活

動
の

一
環

と
し

て
関

わ
る

よ
う

な
連

携
の

持
ち

⽅
を

検
討

 
活

動
項

目
11

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

機
能

を
強

化
す

る

◎
現

在
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

情
報

が
寄

せ
ら

れ
て

い
る

状
況

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

募
集

の
要

請
が

あ
っ

て
も

限
ら

れ
た

登
録

者
に

依
頼

す
る

こ
と

と
な

り
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
を

十
分

に
果

た
せ

て
い

る
と

は
言

え
ま

せ
ん

。
◎

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
要

請
に

対
し

て
も

限
ら

れ
た

⽅
に

依
頼

し
て

お
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
し

て
い

る
こ

と
を

負
担

に
感

じ
ら

れ
る

こ
と

を
懸

念
し

て
い

る
状

況
が

あ
り

ま
す

。
◎

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
登

録
も

募
集

も
お

互
い

さ
ま

で
、

お
互

い
に

支
援

し
合

う
仕

組
み

の
検

討
も

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
が

る
と

考
え

ま
す

。
◎

こ
れ

か
ら

進
め

る
地

域
と

専
⾨

職
と

の
連

携
の

中
で

地
域

課
題

や
生

活
課

題
に

対
応

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
企

画
・

開
発

を
進

め
ま

す
。

◎
ま

た
企

業
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

支
援

が
得

ら
れ

る
よ

う
、

企
業

に
対

し
て

働
き

か
け

を
継

続
し

ま
す

。
◎

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
障

が
い

福
祉

サ
ー

ビ
ス

と
の

連
携

が
図

ら
れ

る
よ

う
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
、

登
録

に
努

め
社

会
資

源
と

し
て

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
充

実
を

図
り

ま
す

。
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▶
重

点
目

標
４

 
様

々
な

課
題

を
我

が
事

と
し

て
、

丸
ご

と
取

り
組

む
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
fa

ce
bo

ok
や

tw
itt

er
な

ど
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

活
用

す
る

な
ど

若
い

世
代

に
届

く
広

報
活

動
を

展
開

す
る

学
生

ボ
ラ

活
用

フ
ォ

ロ
ワ

ー
数

の
拡

大

②
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

や
新

聞
を

活
用

し
、

市
⺠

の
目

に
届

く
広

報
活

動
を

展
開

す
る

拡
充

年
6回

以
上

③
Ｐ

Ｒ
動

画
を

製
作

す
る

な
ど

、
わ

か
り

や
す

い
媒

体
を

作
成

し
、

市
⺠

向
け

の
講

演
、

講
座

等
で

周
知

す
る

取
材

・
作

成
活

用
活

用

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
設

置
、

運
営

時
に

必
要

な
企

業
や

他
機

関
と

の
連

携
を

進
め

る

マ
ニ

ュ
ア

ル
見

直
し

市
と

の
連

携
協

定

関
係

企
業

と
の

協
議

・
協

定

 
活

動
項

目
13

 
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
体

制
整

備
を

進
め

る

 
活

動
項

目
12

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

見
え

る
化

を
進

め
る

◎
現

在
社

協
だ

よ
り

へ
の

記
事

掲
載

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

fa
ce

bo
ok

を
活

用
し

た
情

報
発

信
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

情
報

紙
の

発
行

と
い

っ
た

⽅
法

に
よ

っ
て

周
知

し
て

い
る

状
況

で
す

が
、

そ
の

情
報

が
十

分
に

市
⺠

に
届

い
て

い
る

状
況

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

◎
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

ブ
ロ

グ
は

情
報

を
見

に
来

て
も

ら
わ

な
い

と
届

き
ま

せ
ん

が
、

fa
ce

bo
ok

や
tw

itt
er

は
情

報
を

自
動

的
に

届
け

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
、

さ
ら

に
有

効
活

用
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
◎

Ｐ
Ｒ

動
画

を
制

作
し

講
座

等
に

使
用

す
る

と
、

理
解

し
や

す
く

楽
し

い
情

報
提

供
が

で
き

ま
す

。
わ

か
り

や
す

い
動

画
制

作
を

積
極

的
に

行
い

ま
す

。

◎
災

害
時

に
は

、
本

会
は

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

て
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

役
割

が
あ

り
ま

す
。

過
去

の
経

験
を

踏
ま

え
災

害
に

備
え

た
平

常
時

の
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
◎

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

設
置

時
は

通
常

で
は

必
要

の
な

い
資

機
材

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
い

ざ
と

い
う

と
き

ス
ム

ー
ズ

に
そ

う
し

た
資

機
材

を
調

達
で

き
る

よ
う

平
常

時
か

ら
連

携
を

進
め

ま
す

。
◎

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

の
運

営
に

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

を
運

営
す

る
た

め
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

人
材

が
不

可
欠

で
す

。
平

常
時

か
ら

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
要

請
と

設
置

訓
練

を
実

施
し

備
え

ま
す

。
◎

災
害

時
に

は
情

報
伝

達
が

重
要

で
す

。
⺠

生
児

童
委

員
や

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

関
係

者
や

関
係

機
関

と
ス

ム
ー

ズ
な

連
絡

体
制

が
と

れ
る

よ
う

、
平

常
時

か
ら

連
絡

体
制

の
整

備
と

情
報

伝
達

訓
練

を
実

施
し

ま
す

。
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▶
重

点
目

標
４

 
様

々
な

課
題

を
我

が
事

と
し

て
、

丸
ご

と
取

り
組

む
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

②
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
設

置
、

運
営

時
の

連
絡

体
制

の
整

備
と

情
報

伝
達

訓
練

を
実

施
連

絡
体

制
整

備
情

報
伝

達
訓

練
の

実
施

③
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
設

置
、

運
営

時
に

円
滑

に
運

営
で

き
る

よ
う

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
と

設
置

訓
練

の
実

施

運
営

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

災
害

VC
の

設
置

運
営

者
支

援
者

訓
練

の
実

施

災
害

VC
の

設
置

運
営

者
支

援
者

訓
練

の
実

施

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
ま

ち
づ

く
り

推
進

委
員

会
と

の
連

携
（

地
域

の
実

状
に

よ
る

）
地

域
内

協
議

②
地

区
⺠

⽣
児

童
委

員
協

議
会

の
連

携
を

強
化

し
、

⺠
⽣

児
童

委
員

・
福

祉
委

員
連

絡
会

を
開

催
し

、
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
の

立
ち

上
げ

に
む

け
た

協
議

を
進

め
る

連
携

強
化

拡
充

活
動

目
標

５
 

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
の

役
割

の
再

構
築

◎
地

域
の

支
え

合
い

活
動

を
進

め
て

い
る

現
在

、
地

域
に

お
い

て
は

ま
ち

づ
く

り
推

進
委

員
会

と
の

連
携

が
非

常
に

重
要

に
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

ま
ち

づ
く

り
推

進
委

員
会

に
お

い
て

も
福

祉
部

会
な

ど
組

織
さ

れ
て

お
り

、
地

域
に

よ
っ

て
地

区
社

協
と

の
連

携
が

で
き

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

れ
ば

そ
う

で
な

い
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

地
域

の
実

状
に

応
じ

連
携

の
在

り
⽅

や
組

織
の

見
直

し
も

含
め

て
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

◎
ま

た
、

包
括

的
な

相
談

・
支

援
体

制
の

構
築

や
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
を

進
め

て
い

こ
う

と
す

る
中

、
⺠

生
児

童
委

員
と

福
祉

委
員

の
連

携
は

欠
か

せ
ま

せ
ん

。
⺠

生
児

童
委

員
は

地
区

社
協

組
織

構
成

員
と

し
て

協
力

関
係

が
あ

り
ま

す
が

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
と

⺠
生

児
童

委
員

協
議

会
の

団
体

と
し

て
の

連
携

を
強

化
し

て
い

き
ま

す
。

 
活

動
項

目
14

 
地

域
の

福
祉

推
進

団
体

と
し

て
の

役
割

の
再

構
築

◎
協

議
体

に
お

け
る

協
議

内
容

を
柔

軟
に

受
け

入
れ

、
地

域
の

支
え

合
い

の
取

り
組

み
に

対
し

て
柔

軟
に

対
応

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

◎
従

来
か

ら
の

事
業

に
と

ら
わ

れ
ず

、
ま

ち
づ

く
り

推
進

委
員

会
や

地
区

⺠
生

児
童

委
員

協
議

会
と

の
連

携
に

よ
っ

て
福

祉
ビ

ジ
ョ

ン
の

実
現

に
向

け
て

社
協

と
と

も
に

活
動

事
業

を
展

開
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
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▶
重

点
目

標
４

 
様

々
な

課
題

を
我

が
事

と
し

て
、

丸
ご

と
取

り
組

む
地

域
づ

く
り

を
進

め
る

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
社

会
福

祉
法

人
連

絡
会

な
ど

、
法

人
連

携
に

向
け

た
会

議
を

開
催

す
る

担
当

者
会

議
2回

開
催

継
続

②
各

法
人

に
お

い
て

地
域

支
援

、
⽣

活
支

援
の

取
り

組
み

を
検

討
・

実
施

す
る

充
実

・
検

証

③
法

人
連

携
に

よ
る

地
域

支
援

、
⽣

活
支

援
の

取
り

組
み

を
検

討
・

実
施

す
る

検
討

・
実

施

◎
す

べ
て

の
社

会
福

祉
法

人
は

、
そ

の
高

い
公

益
性

に
か

ん
が

み
、

「
社

会
福

祉
事

業
及

び
第

26
条

第
1項

に
規

定
す

る
公

益
事

業
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
日

常
生

活
又

は
社

会
生

活
上

の
支

援
を

必
要

と
す

る
者

に
対

し
て

、
無

料
又

は
低

額
な

料
金

で
、

福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
積

極
的

に
提

供
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

と
い

う
責

務
が

課
さ

れ
て

い
ま

す
。

◎
こ

の
こ

と
か

ら
、

地
域

の
福

祉
ニ

ー
ズ

等
を

踏
ま

え
つ

つ
、

法
人

の
自

主
性

、
創

意
工

夫
に

よ
る

多
様

な
地

域
貢

献
活

動
を

お
こ

な
わ

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

◎
現

在
本

会
に

は
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

事
業

や
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
ま

た
高

齢
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

で
収

集
し

て
い

る
市

⺠
が

生
活

上
抱

え
る

課
題

に
つ

い
て

把
握

し
て

い
ま

す
が

、
各

法
人

に
お

い
て

も
分

野
を

超
え

た
相

談
窓

口
を

設
置

・
対

応
（

つ
な

ぎ
）

す
る

こ
と

で
、

情
報

共
有

し
な

が
ら

、
法

人
間

で
連

携
し

て
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。

 
活

動
項

目
15

 
社

会
福

祉
法

人
連

携
に

よ
る

公
益

的
な

活
動

の
推

進

活
動

目
標

６
 

社
会

福
祉

法
人

連
携

に
よ

る
公

益
的

な
活

動
の

推
進
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▶
重

点
目

標
５

 
点

と
点

を
つ

な
い

で
面

の
活

動
に

す
る

仕
組

み
づ

く
り

令
和

5年
度

令
和

6年
度

令
和

7年
度

令
和

8年
度

令
和

9年
度

①
第

3層
に

お
い

て
分

野
を

超
え

た
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
つ

く
る

こ
と

を
支

援
す

る
地

域
へ

の
働

き
か

け
継

続

②
第

2層
に

お
い

て
さ

さ
え

あ
い

の
地

域
づ

く
り

の
中

で
相

談
を

受
け

止
め

地
域

の
中

で
支

援
の

仕
組

み
を

つ
く

る
こ

と
を

支
援

す
る

支
援

の
仕

組
み

づ
く

り
拡

充

③
第

1層
に

お
い

て
行

政
や

社
協

、
専

門
職

と
し

て
分

野
を

横
断

し
、

第
3層

ま
で

入
っ

て
い

く
相

談
・

支
援

体
制

を
つ

く
る

連
携

体
制

へ
協

議
支

援
開

始
拡

充

 
活

動
項

目
16

 
1層

（
全

市
）

か
ら

３
層

（
小

地
域

）
ま

で
の

役
割

を
明

確
に

し
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
そ

の
連

携
の

仕
組

み
を

つ
く

る

活
動

目
標

７
 

重
層

的
な

相
談

支
援

の
体

制
、

仕
組

み
を

つ
く

る
 

【
図

５
−

１
・

２
参

照
】

◎
重

点
目

標
１

か
ら

４
ま

で
を

進
め

て
い

く
上

で
大

切
な

こ
と

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
を

結
び

つ
け

る
仕

組
み

が
あ

る
と

い
う

こ
と

で
す

。
◎

図
５

-1
及

び
5-

2に
つ

い
て

は
、

浜
田

市
全

域
レ

ベ
ル

か
ら

の
視

点
で

見
る

の
で

は
な

く
、

２
層

、
３

層
で

活
動

し
て

い
る

人
が

自
分

た
ち

が
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

を
立

ち
⽌

ま
っ

て
見

渡
し

た
と

き
に

、
こ

の
活

動
が

何
を

目
的

と
し

て
、

何
と

つ
な

が
っ

て
い

る
の

か
が

わ
か

る
道

し
る

べ
と

な
る

も
の

で
す

。
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社会福祉協議会 

第４章 計画の推進体制 
 

１．社会福祉協議会の役割 

◎各エリアの事業活動の推進と重層的な圏域間連携の推進に向けた社協の役割 

 本計画を実効性のあるものにするため、本会は各活動項目を年次計画に基づき進めます。
本会が主体的に実行するものとしては、社協独自事業のボランティアセンター事業や地域
共生社会の実現のため包括的な支援体制に向けた委託事業等が計画の実行に直結します。
その他に下図の各層において地域が主体となって具体的な取り組み、また具体的な連携が
進むよう働きかけを行ったり、コーディネートしていく役割があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．行政の役割 
 前述したとおり第 4 次計画の内容は、法改正等により⽰された『我が事・丸ごと』地域共
生社会の実現に向けた具体的な⽅向性を提案するものであり、これを実現するための分野
を超えた連携は必須であり、本計画の活動項目はこの実現に向けた具体的な取り組みの第
一歩となります。 
 本計画の内容を踏まえて、最終的に浜田市としてどのような地域共生社会の実現を目指
して、どのような施策やサービスを創設していくのか、関係機関・団体等との協議を進めて
いく役割があります。 
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◎『総合的・包括的な相談支援体制』の構築に向けた行政と社協の役割 

 2018 年の社会福祉法の改正の中で自治体は包括的な支援体制の整備に努めなければなら
ないと規定されており、浜田市における体制整備についても行政を中心として関係機関、団
体が連携して取り組まなければ実現するものではありません。本会としても、その実現に向
けて場面に応じた取り組みを進める役割があります。本計画を実行していくための社協と
行政の役割を次のように整理することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

３．地域の役割 
 ささえあいの地域づくりを進める主役となるのは、住⺠自身または地域の多様な団体自
身（地区社会福祉協議会・地区⺠生児童委員協議会・高齢者クラブ・まちづくり推進委員会・
自治会・町内会・まちづくりセンター・ボランティアグループ他）です。本計画に記載のと
おり、それぞれの団体等が主体的に取り組むこと、また連携、協力して取り組むことなどそ
れぞれ場面に応じた役割があります。 

行政が中心となって取り組むこと 
＊地域ケア会議や個別の支援調整会議等の開催 
＊専⾨職連携に向けた働きかけ 
＊包括的な支援体制の実現 

社協が中心となって取り組むこと 
＊ささえあいの地域づくりへの働きかけ 
＊組織間との連携及びつなぎ 
＊包括的な支援体制の実現に向けた働きかけ 
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４．計画の進捗管理 
 この計画を実施していくにあたり、注意深く振り返りながら進捗管理を行う必要があり
ます。 
 このため、計画の期間は５年間ですが、この間に生じる新たな課題や社会状況の変化にも
対応するため、本会では「地域福祉部会」において、計画の進捗状況などを報告しながら新
たな課題などについても検討し、総合的に計画の進捗管理を行います。ただし、社会状況の
変化により、必要に応じて見直すことも行政と検討します。 
 あわせて、市⺠の皆さんや多くの福祉関係者などにこの計画をご理解いただき、活動に参
画する中で、ご意見やご要望をお聞きし、より望ましい「地域福祉活動計画」の実践のあり
⽅を模索していきます。 
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◇◆◇ 資 料 編 ◇◆◇ 

 

１．わがまちで見つけた活動のヒント    ・・・・・39 ㌻ 

●支えあいの地域づくりへのヒント 
①「常会がつなぐ集落内の絆『集落コミュニティ常会』」 

➤三隅町 下芦谷集落 
②「畑が最高の介護予防!『畑に小屋があるだけで』」 

➤美川地区 個人宅 
③「地域への恩返しが人をつなぐ『昔の同僚といつまでも』」 

➤金城町 さっちゃんふぁ〜む 
④ なにげない習慣がいつしか…『次なる仕掛けは?』 

 ➤三隅町 湊浦地区 
●地域・社会資源を活用した活動のヒント 

①「男性の役割もとっても大事『大学生と一緒に』 
➤金城町 はればれ会 

  ②「サロン発信! 世代を超えた地域のつながり『寄贈の和紙の有効活用』」 
➤旭町 まるやの日 

 ●大人から⼦どもへ見守り・つながりの大切さを伝える活動のヒント 
① 企業と公的機関や子どもが一緒に取り組む福祉のまちづくり 
  ➤三隅ガスセンター×三隅駐在所×三隅小学校児童クラブ 

●「住⺠同⼠の活動」と「専門職による支援」とをつなぐ接点をつくるヒント 
①「花笠」を「草刈機」に持ち替えて 
  ➤ 弥栄町 みつばくらぶ 

 

２．審議の経過             ・・・・・47 ㌻ 

３．策定委員名簿            ・・・・・48 ㌻ 
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●支え合いの地域づくりへのヒント ① 
 

    「常会がつなぐ集落内の絆『集落コミュニティ常会』」 
    三隅町 下芦谷集落 

 
 三隅町下芦谷集落は人口 25 人 14 世帯が暮らす、周囲を山に囲まれた集落です。14 世
帯のうち一人暮らしの高齢者は 4 割、高齢者世帯は 3 割と高齢化が進んでいる現状です。  
 そんな集落で、今あるものを大切にしながら常会を維持していく工夫が、地域の安否確
認や支え合いにつながっています。 
 

午後２時から始まる常会。参加する人はほとんど高
齢者です。単にお金を集めたり、情報を共有するだけな
ら常会という仕組みじゃなくても⽅法はあるけれど、住
⺠それぞれが地域づくりには欠かせないことだと意識を
持って常会を続けています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常会があるおかげで、ある女性は「老々介護が大変だけどみんなの理解や声掛けに助か
っています」と話し、ある男性は「集会所の駐車場は狭い。車を誘導することは自分の役
割だと思う」と常会が役割や絆を生む集落にとっても大事な場所になっています。 
 
 
 

 
 

何か新しい取り組みを始めることは難しいかもしれないけど、元々あった 
活動を大切にしながら、そこに参加し続けることは住⺠の支え合いになり、
地域づくりの原点です。 
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●支え合いの地域づくりへのヒント ② 
 

    「畑が最高の介護予防！『畑に小屋があるだけで』」 
周布地区 

  
 浜田市内にはたくさんの自主的な畑があります。周布地区にも
毎朝 45 分かけて押し車を押しながら、畑に歩いて来られる 80 代
の女性がおられます。この畑は何人もの⽅が敷地を区切って作物
を作る広大な畑です。その女性は昼前まで畑作業をして、また歩
いて家に帰る、そんな生活を 14 年続けておられます。 
  

 
そんな畑に息子さんが小屋を建ててくれまし

た。頑丈な屋根付きの小屋です。 
 すると、周りで畑をされている⽅が休憩時間に
集まるようになりました。畑作業ができる日は毎
日集まってお話をされています。それまで付き合
いのなかった⽅もおられます。小屋から聞こえる
笑い声につられて仲間になった⽅もおられます。

畑はしてないけど、話をしたくて訪れる⽅もおられます。小屋ができたおかげで、人と人
がつながり、困ったことがあると相談して助けあえる関係が自然と生まれました。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小屋ができたことで、集まる場所ができて、見守りの場になり、困りごとを
解決できる場になり、介護予防にまでなっている！ 
どこにでもあることだけど、そこには重要な意味があります。 

あ 
る 日 の 会 話 

たまにね、畑に来ない人がいると寝込んで 

いるんじゃないかと気になって家に⾏ってみる 

んよ。それで元気だと分かったら安心するんよ 

心配してくれる人がいるって嬉しいよね 

何より畑で体を動かすと介護予防にもなるね 
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●支えあいの地域づくりへのヒント ③ 
 
    「地域への恩返しが人をつなぐ『昔の同僚といつまでも』 

   金城町 さっちゃんふぁ〜む 
 

 地域には色々な形の集いの場があります。ここ「さっちゃ
んふぁ〜む」は、⻑年勤務した病院を退職し、⺟の介護の為
実家で⺟と一緒の生活をスタート！荒れ放題だった田畑をこ
れでは申し訳ないと、友人 3 人で「さっちゃんふぁ〜む」を
立ち上げました。 
 

「さっちゃんふぁ〜む」の朝は、ご近所さんとのウォーキ
ングから始まります。ウォーキングと言っても、ただのウォ

ーキングではありません。朝６時半から、なんと 3〜５キロを歩きます。歩きながら気に
なるお宅への声をかけ＆見守りもします。 

日中は、農業の大変さを毎日実感しながら、お花を
植えたり、野菜や田んぼの成⻑や収穫を楽しんでいま
す。とはいえ、農作業は初心者。「そろそろ田んぼに
水をはらんとで」「虫がついとらんか？」など、地域
の頼れる⽅々に助けてもらっています。 

そして、子どものころから
夢だった「ヤギ」も飼ってみ
ると、他の地区からもヤギを

見に来られるように！そうやって、地域の⽅が集まったり、ヤギ
を見に来られたりと、だんだんと人が集まる場所になりました。 

そんなある日、ウォーキング中に、具合悪そうにしている近所
のおばあちゃんを発見！息子さんに連絡したり介抱したりとおば
あちゃんを支えます。おかげで、おばあちゃんは無事救急車で病
院に行くことができました。朝のウォーキングにも大切な意味が
あると実感！今でも毎日続けておられます。 

 
 
 
 
 

まずは形から︕⾐装をそろえました 

自分たちがやりたいことを楽しみながらしていることが、自然と地域と人を
つないでいる！無理をしなくても支え合いは⽣まれます。 

さっちゃんふぁ〜む⾒取り図 
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●支え合いの地域づくりへのヒント ④ 
 

    「なにげない習慣がいつしか…『次なる仕掛けは？』」 
三隅町 湊浦地区 

  
 近年、少子化や保護者の負担の軽減、そこに追い打ちをかけるように新型コロナウイル
ス感染症の流行等によって「ラジオ体操の文化」を⽌めてしまう地域があると聞きます。
この風景がなくなるのは寂しいものです。そんな中、湊浦自治会は自治機能を住⺠同⼠の
つながりで維持し続けています。そこには、つながるための「仕掛け」があります。 
  
 

三隅町は、夏休み中のラジオ体操の実施判断は集落
単位で決めるという約束ごとがあります。そして、子
ども達だけでラジオ体操をするだけではなく、この集
いをここに住むみんなの取り組みにしようと自治会が
立ち上がり、会場となるまちづくりセンターにスピー
カーを取り付け、時間になると自動的にラジオ体操が
流れるように仕掛けをしました。「君は〇〇さんの⼦どもさんだねぇ。大きくなったね
ぇ。」と⼦どもに話しかけてくれるおばあちゃん。「いつも来る〇〇さん、今日は来んかっ
たねぇ」と見守りにもつながっています。 
 

 
また、自治会ではこの同じ敷地に第２の仕掛けを行ってい
ます。それは、グラウンドに東屋を建設したことです。高
齢者のグラウンドゴルフ、親子のキャッチボールや自転車
の練習をする姿などが見られる中で、地域の方がちょっと
休める憩いの場になったり、⼦ども同⼠の待ち合せの場

所、ウォーキング中に出会った時のおしゃべりの場などにも大活躍しています。 
「地域の人に楽しんでもらえたら！」と東屋にはイルミネーションも点いたそうです。こ
れからも、地域のつながりの仕掛けがまだまだ続いていくことでしょう。 
 
 
 
 
 

何気ない習慣を活かしながら、人々のつながりを絶やさない 
キラリ  と光る仕掛けがここにはあります。 

 

- 42 -



●地域・社会資源を活用した活動のヒント ① 
 

    「男性の役割もとっても大事『大学⽣と一緒に』 
   金城町 はればれ会 

 
浜田市内の高齢者サロンの課題に男性の参加率の低さがあります。どうやったら男性

が参加してくれるのだろう？そんな声を度々聞きます。ここ「はればれ会」は男性が役割
を持ってサロンを楽しんでおられます。その役割とは… 
  
 平成 30 年に立上げ、月に１回のサロンです。この日は
男性陣の力を借りてかずらでかごを作ることになりまし
た。男性陣は山へかずらを取りに出陣！ 
 
 
 
ハプニングもありましたが、無事かずらを取ることができました。持って帰ったかずらは
地元の大学生と一緒に「大きなかご」を編みました。 

別の日は、予約型乗り合いタクシーを利用して「みんなで買い物行ってみようツアー」
を企画。お盆前だったので、「目指すは団子の粉！」と盛り上がります。一人ではなかな
か利用できない体験をみんなですると今度から利用できる！と自信がつきました。 

 
 
   
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

現在は男性陣が少々パワーダウンしていますが、いつ復活してもいい
ように女性陣がはればれ会を盛り上げています。自然と男性の役割が
あって帰る場所もあるなんて本当につながりは大切です。 

  
かずらとはつる草の総称 
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●地域・社会資源を活用した活動のヒント ② 
 

 「サロン発信! 世代を超えた地域のつながり 
                 『寄贈の和紙の有効活用』」 

   旭町 まるやの日 
 

旭町には島根あさひ社会復帰促進センターがあ
ります。訓練生の⽅々が 
職業訓練で作られている和紙 
を社協旭支所へ寄贈していた 
だいています。 
 
  

この和紙を有効に活用しようと考えたのが、地域
のサロン『まるやの日』の⽅々。 

社協旭支所での歳末たすけあいお節配食事業で 
利用する箸入れと封筒づくりにご協力いただきまし 
た。 

 
 
そして、封筒の中には旭中学校の生徒さんの温

かい気持ちのこもったお手紙を封入し、地域の高
齢者の手元にお届けしております。   

それぞれの役割を、いつまでもつなげていける
よう連携に努めます。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

地域資源として、島根あさひ社会復帰促進センター・地域の方々・旭
中学校の⽣徒さんたちと世代を超えた繋がりは、直接ではないけれど
和紙をとおして、それぞれの役割のもとつながった取組みです。 
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●大人から⼦どもへ見守り・つながりの大切さを伝える活動のヒント① 
 

 「企業と公的機関や⼦どもが一緒に取り組む福祉のまちづくり」 
三隅町 三隅ガスセンター×三隅駐在所×三隅小学校児童クラブ 

 
浜田市社会福祉協議会では、様々な機関と連携し、あら

ゆる世代の住⺠を巻き込みながら、 “さりげなく・ゆるや
かに・無理せず” 誰もが日常生活の中でできる活動「ゆる
やかな見守り」を広げ、地域で支え合うための土壌作りを
進めています。 
 

 ガスや水道の検針などの業務中や地域で過ごす中で、見守
りの意識を少し持っていただき、高齢者等の様子で異変に気
付いたら専⾨機関に繋いでいただけるよう三隅ガスセンター
の社員研修でお話しさせていただいたことがきっかけで、⼦
ども達にも見守りの大切さを伝えたい！との思いを企業が持
ち、そこから三隅小学校児童クラブに思いをつなげ、子どもたちと「見守り」を一緒に考
える機会となるきっかけへと発展しました。 

どうしたら分かりやすく伝えられるだろう
か…と試行錯誤しながら、社協オリジナルの
すごろくゲームに、登下校中の子ども達の安
全を守る「ながら見守り」の内容を交え、子
どもバージョンにアレンジ！地元駐在所とも
協力して、「登下校中に出会う見守り隊のおじ
さんを最近見かけなくなった…そんな時はど
うする？」などの
問い掛けに答えな

がら、どちらか一方が見守るのではなく、お互いに“見守り上
手・見守られ上手”になることが大切なんだね！と気付きが生
まれ、世代や立場に関わらず、見守り・つながる意識を高める
ことができました。 

 
 
 
●大人から⼦どもへ見守り・つながりの大切さを伝える活動のヒント① 

ゆるやかな見守りすごろくゲーム 

立場や役割はそれぞれ違うけれど、「見守り」をキーワードに
つながることに発展！誰もができる「ゆるやかな見守り」を
少し意識することが、支え合える地域を育んでいきます。 
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●「住⺠同⼠の活動」と「専門職による支援」とをつなぐ接点をくるヒント① 
 

「花笠」を「草刈機」に持ち替えて 
弥栄町 みつばくらぶ 

 
弥栄町の総面積のうち 9 割が原野や山林とな

っており、残りの 1 割が耕作地と可住地がほぼ
半々となっているため、冬季以外は草刈りが必
要となっています。 

 
※総面積 105.5 ㎢ 
 

 
 
以前は、社協弥栄支所の住⺠参加型在宅福祉事業や浜田市シルバー人材センターで対応

していましたが、会員の高齢者化に伴い、足元の悪いところや高所、休耕田や空き地、連
日の⻑時間作業など対応できないところが多くなっていました。 

そこで、地域のために! と新たな活動をプラスされ
たのが若い世代も一緒に活動を行っている『みつば
くらぶ』です。多年にわたり福祉施設や地域のイベ
ントにおいてボランティア活動として田囃子等の芸
能披露の他、福祉施設の草刈りや枝切り等の美化活
動にも取り組んでいる地域住⺠の組織です。 

 
 
今後ますます増加する一人暮らし高齢者や高齢者

世帯にとっての生活課題として挙げられている「ち
ょっとした困りごと」等の生活支援を行います。 

 また、地域ケア会議等を通じて専⾨職との情報共
有を図るなど、利用促進につながるよう連携し、草
刈り以外の生活支援についても活動の場が広がるよ
う支援していきます。 
 
 
 

57.91
%

32.04
%

4.83%
5.21% 原野

山林
耕作地
可住地

多世代にわたるボランティア活動は、お互いの良いところを⽣かし
活動の範囲が広がります。 
また、違う視点で活動することで色々な機関とも連携ができ、支え合
いの場も広がっていきます。 
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２．審議の経過 

浜田市地域福祉活動計画策定委員会 

 令和 4 年 6 月 8 日（水） 第 1 回地域福祉活動計画策定委員会 

 令和 5 年 2 月 6 日（月） 第 2 回地域福祉活動計画策定委員会 

令和 5 年 3 月 7 日（火） 第 3 回地域福祉活動計画策定委員会 
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３．策定委員名簿 
 

浜田市地域福祉活動計画策定委員会 

委員⻑ 岡 本   薫 

副委員⻑ 宅 和 保 信 

氏名 選出区分 

1 藤 本 静 晴 地域福祉部会（浜田市社会福祉協議会 理事） 

2 岡 本   薫 地域福祉部会（浜田市社会福祉協議会 理事） 

3 馬 塲 範 子 地域福祉部会（浜田市社会福祉協議会 理事） 

4 金 本   廣 地域福祉部会（浜田市社会福祉協議会 評議員） 

5 花 田 和 代 地域福祉部会（浜田市社会福祉協議会 評議員） 

6 服 部 孝 之 地域福祉部会（浜田市社会福祉協議会 評議員） 

7 宅 和 保 信 地域福祉部会（元島根県職員） 

8 原 田   豊 地域福祉部会（浜田市連合自治会⻑） 

9 虫 谷 昭 則 地域福祉部会（浜田市まちづくりセンター合同連絡会） 

10 桟 敷   学 地域福祉部会（ＮＰＯ法人はとぽっぽ） 

11 小 驛 杏 子 浜田市 地域福祉課 地域福祉係⻑ 

12 柳 原 正 樹 浜田市 地域福祉課 障がい福祉係⻑ 

13 齋 藤 俊 也 浜田市 健康医療対策課 高齢者福祉係⻑ 

14 大 賀 五 輪 美 浜田市 健康医療対策課 健康づくり係⻑ 

15 吉 村 幸 治 浜田市 子ども・子育て支援課 子ども政策係⻑ 

16 藤 井 雄 也 
浜田市 まちづくり社会教育課  

まちづくり社会教育係⻑ 
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第 4 次 浜田市地域福祉活動計画 

地域住⺠や地域のあらゆる団体・組織の参加と協働による 
『誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり』 
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